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１． ビジネスモデル仮説検証の目的 

申請者らが所有する柔軟素材を柔らかいまま触覚センサにする技術を活用し，人と人工物の接

触面での力を測定し，人のためになるサービス提供を行うビジネスの可能性を確かめるとともに，

実際に起業する際の形態の詳細を詰めるため。 

 

２． ビジネスモデル仮説検証の概要 

本プロジェクトの当初の目標は寝たきりの高齢者の皮膚の負担を計測して事業につなげるとい

ったものであったが，事業化が難しいという判断に至ったため，柔らかい触覚センサという技術シ

ーズの他の適用先を探すことになった。その結果，ペインもあり，顧客数も多く，また事業の拡張

性もある育児を適用先にし，「あやす」というタスクを肩代わりする AI デバイスを提供するという事

業に設定することに決まった。このようなデバイスに対する顧客の声を集めるため，プロダクトフラ

イヤーを作成し，意見を募り，想定していたペインに加えて，想定していなかった活用法を発見す

ることができた。 

 

３． 総合所見  

多くの分野を対象としながら、模索しながらビジネスモデル仮説検証を進め、子守支援分野のビ

ジネスモデルを作成したことを評価する。引き続き、事業化や技術移転を目指して活動することを

期待する。 
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